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第1章 はじめに

1.1 tkDerm touchとはなにか
tkDerm touchはAppleの iPhoneおよび iPadで動作する皮膚科画像データベー
スです。
tkDerm touchはローカルのサンドボックスにデータと写真を保存する独立した
アプリとして使用できますが、第 8章 (27ページ)に従ってサーバーを設定すれば、
tkDerm touchをクライアントアプリケーションとして使用することもできます。

1.2 このバージョンで新しくなったこと
1. CSVファイルをデータの取り込みのために使うことができます。第 4章 (13

ページ)を参照してください。

2. iCloudをデータの保存場所として使用できません。第 2章 (7 ページ)を参
照してください。

3. いくつかのバグフィックス。
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第2章 データの保存場所

2.1 ２つのデータ保存場所、すなわちローカルサンド
ボックスとサーバー

tkDerm touchはAppleによって開発された iPhoneおよび iPadで動作する皮膚
科画像データベースです。
デフォルトでは、tkDerm touchはデータと写真をデバイス内のローカルサンドボッ
クスに保存します。
それに加えて、第 8章 (27 ページ)に従ってサーバーを設定すれば、クライアン
トアプリとして使用することができます。

以前のバージョン（1.5.3）では、iCloudをデータの保存場所として使用するこ
とができました。

しかし、tkDerm touchが使用したCoreDataと iCloudを統合する仕組みをApple

がサポートすることをやめたため、このバージョン（1.6.0）からは、データ保存
場所として iCloudを使用することはできません。

iOS 18以前と tkDerm touch 1.5.3の組み合わせなら iCloudを使用することはで
きますが、今後はサポートされないため推奨されません。

2.2 tkDerm touchを削除するとデータと写真も削除
される

デバイスから kDerm touchのアイコンを削除すると、ローカルサンドボックス
に保存されたデータと写真も削除されます。
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第3章 写真を撮影する

3.1 iPhoneまたは iPadの内蔵カメラで写真を撮影す
る

iPhoneまたは iPadの内蔵カメラで写真を撮影するには、

1. タブバーのDataボタンをタップし、Dataページへ移動します。

2. Dataページ左上端のカメラボタンをタップします。

3. カメラインターフェースが現れます。

4. シャッターボタンをタップして撮影します。

5. カメラインターフェースの右下端のUseボタンをタップします。

6. 第4章 (13ページ)の方法に従ってデータを入力するのを忘れないでください。

3.2 未登録写真の表示と削除
データにマッピングされる前の写真を表示したり削除したりできます。
未登録写真を表示し削除するためには、

1. DataページのUnregisteredセクションのPhotos行右端の>アイコンをタッ
プすると現れる Photosページに未登録写真が表示されます。

2. 行右端の >アイコンをタップすると、フルサイズの写真を見ることができ
ます。

3. Photosページの右上端の Editボタンをタップすると、編集モードに移行し
ます。

4. 行左端の削除アイコンをタップすると、行右端に削除ボタンが現れます。
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5. 削除ボタンをタップすると、その行で表される写真が削除されます。

6. 写真の削除が終了したら、Photosページ右上端のDoneボタンをタップして
ください。

3.3 外部カメラで撮影した写真を使用する
iPhoneまたは iPadの内蔵カメラ以外の好きなカメラで撮影した写真を使用する

ことができます。
外部カメラで撮影した写真を使用するには、

1. iTunesが起動しているコンピュータに iPhoneまたは iPadを接続します。

2. iTunes右上側にあるデバイス名をクリックします。

3. iTunesメインパネル上部の”App”タブをクリックします。

4. 下方にスクロールして行くと、アプリのリストが表示されている”ファイル
共有”セクションが現れます。そのリストから”tkDerm touch”を選びます。

5. アプリのリストの右側のドキュメントリストに外部カメラで撮影した写真を
ドラッグします。”追加. . . ”をクリックし写真ファイルをブラウズして選ぶ
こともできます。ファイルを選ぶとすぐに、ファイルはデバイスに転送され
ます。

3.4 外部写真の表示と削除
データにマッピングされる前の外部写真を表示したり削除したりできます。
未登録の外部写真を表示し削除するためには、

1. 外部カメラで撮影し上記の方法でデバイスに転送した未登録写真は Docu-

mentsページに表示されます。Documentsページを表示するには、Dataペー
ジのUnregisteredセクションのDocuments行右端の >アイコンをタップし
ます。

2. ファイルにタイムスタンプが Exifプロパティーとして記録されていなけれ
ば、そのファイル名は赤で表示されます。タイムスタンプが記録されていれ
ば黒で表示されます。赤で表示されたファイルはデータにマッピングできま
せん。
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3. ファイルが JPEGまたはPNGファイルなら、その行の右端に>アイコンが
表示されます。したがって、右端に>アイコンがあり、ファイル名が黒で表
示されているファイルのみがデータとのマッピングに使用されます。

4. 行右端の >アイコンをタップすると、フルサイズの写真を見ることができ
ます。

5. Documentsページの右上端の Editボタンをタップすると、編集モードに移
行します。

6. 行左端の削除アイコンをタップすると、行右端に削除ボタンが現れます。

7. 削除ボタンをタップすると、その行で表される写真が削除されます。

8. 写真の削除が終了したら、Documentsページ右上端のDoneボタンをタップ
してください。

3.5 外部カメラで撮影した写真の患者およびセッション
データとしてCSVファイルを使用する

外部カメラで撮影した写真とともに患者およびセッションデータを記したCSV

ファイルを上記の方法で tkDerm touchの documentディレクトリにコピーすれば、
写真登録時に患者およびセッションデータとしてその CSVファイルが使用され
ます。
要求されるCSVフォーマットは、

空欄 , ID , LastName , 空欄 , FirstName , 空欄 , Birthday , Sex , 空欄 ,

Distribution , Diagnosis , Age , 空欄, 空欄 , Time , 空欄 , 空欄

たとえば、

, 0001,LastName, ,FirstName, , 2001-01-01, f , , 10001100011111000000110001111100

, verruca vulgaris , 25 , , , 2025-11-30 10:33:15 , ,
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第4章 データの入力と編集

4.1 データの入力
画像ファイルのタイムスタンプとデータ入力時刻を比較して画像とデータを結
びつけますので、撮影時にデータを入力することが重要です。
撮影データを入力するには、

1. Dataページに移動します。画面下端のタブバーにあるDataボタンをタップ
すれば、いつでもDataページに戻ることができます。

2. 右上端の新規ボタン (ペンと紙のアイコンで表されています)をタップすると
New Dataページに移動します。

3. 各エントリに入力後、右上端の Saveボタンをタップします。

4. データが保存され、タブバー上のDataタブの右上隅に現れる未登録データ
の数を示すバッジが更新されます。

Preferencesの Server設定がOnになっていると、New Dataページのかわりに
New Patientページが現れます。すべての項目を入力した後で Saveボタンをタッ
プすると、New Sessionに移動します。
各エントリを入力するさいの注意点を述べます。

ID 入力後、リターンキーを押すと、その IDに対応する患者データがもしあれば
表示されます。

姓 患者の姓を入力します。

姓（かな） 姓のふりがなを入力します。

名 患者の名を入力します。

名（かな） 名のふりがなを入力します。
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Birthday エントリをタップすると日付ピッカーが表示されます。元号、年月日
を選びOKボタンをタップしてください。

Sex 選択してください。

Distribution エントリ右側のボタンをタップすると、Distributionページに移動
し人体のイラストレーションが表示されます。皮疹部位をタップして選択し、
OKボタンをタップしてください。複数の部位を同時に選択することができ
ます。また、すでに選択されている部位をタップすると選択が解除されます。

Diagnosis 診断を入力しリターンキーを押してください。入力語が診断データベー
スになければ、Register Diagnosisページに移動します。入力語が診断名なら
１行目のNew Diagnosisを、略語ならそれに対応する診断名をそれぞれタッ
プしてください。略語の登録以降、略語をDiagnosisエントリに入力し、リ
ターンキーをタップするとその略語が表す診断名が自動的に現れます。

すでに登録した診断名または略語を削除するには、DataページのDiagnoses

行右端の>アイコンをタップすると現れるDiagnosesに移動します。診断名
または略語を削除するには、

1. Diagnosesページの右上端のEditボタンをタップすると、編集モードに
移行します。

2. 削除したい行の左端の削除アイコンをタップすると、行右端に削除ボタ
ンが現れます。

3. 削除ボタンをタップすると、その行が削除されます。

4. 削除が終了したら、Diagnosesページ右上端のDoneボタンをタップし
てください。

Time 自動的に現在時刻が入力されます。

4.2 未登録データの削除と編集
写真を登録していない撮影データの削除したり編集したりできます。
未登録データを削除したり編集したりするには、

1. DataページのUnregisteredセクションのData行右端の > アイコンをタッ
プすると、未登録データを表示するUnregistered Dataページに移動します。
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2. 編集したい患者データの右端の >アイコンをタップすると、日付と診断が
表示される Session Dataベージに移動します。

3. Session Dataベージ右上端のEditボタンをタップすると、編集モードに入り
ます。

4. 行左端の削除アイコンをタップすると右端に削除ボタンが表示されます。こ
れをタップするとデータが削除されます。

5. 編集モード下で、データをタップすると、Edit Dataページに移動します。

6. データを編集し終えたら、Edit Dataページ右上端の Saveボタンをタップし
ます。

4.3 登録済データの削除と編集
写真登録を終えた撮影データを削除したり編集したりできます。
注意 : 登録済データを削除すると、そのデータに関連づけられた写真も削除さ
れます。ある患者に関連づけられたデータをすべて削除すると、その患者データ
も削除されます。

1. 画面下端のタブバーの Searchボタンをタップし Searchページに移動します。

2. Search byセクションのどれかの行からドリルインし日付と診断が表示され
る Session Dataベージに移動します。

3. 前セクションで説明した方法でデータを削除できます。

4. 前セクションで説明した方法でデータを編集できます。

5. ただし、登録済みデータのTimeフィールドは編集できません。

Preferencesの Server設定がOnになっていると、登録済データを削除すること
はできません。
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4.4 データの複製
Session Dataページで行をタップするとCopy Dataページに移動し、そのデー

タを複製できます。この機能を使えば、ある患者の２回目以降の撮影時のデータ
入力を省力化できます。
Session Dataを複製するには、

1. Session Dataページに移動し、複製したいデータをタップすると、Copy Data

ページに移動します。

2. 右上端の+ボタンをタップするとTimeエントリのみ更新されたデータが複
製されます。

3. 右上端の+ボタンをタップする前に、すべてのエントリを編集できます。
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第5章 画像の登録

検索を実行する前に、写真とデータを結びつけることが必要です。tkDerm touch

はタイムスタンプに基づいて写真とデータを関連づけます。この機能のおかげで、
複数のセッションに属する写真を同時に登録することができます。

5.1 ローカルのサンドボックスを使用している場合の画
像の登録

1. 第 3章 (9 ページ)に従って写真を撮影し、第 4章 (13 ページ)に従ってデー
タを入力します。

2. DataページのRegister行右端の >ボタンをタップします。

3. マッピングの結果が表示されます。Session Dataを示す空色のアイコンとそ
の直後にそのデータに対応する写真アイコンが表示されます。

4. 右上端のEditボタンをタップすると編集モードになり、最初の行を除く Ses-

sion Data行の右端にハンドルが表示されます。

5. マッピングの結果を修正するには、ハンドルに指を当てたたま移動させたい
行まで動かすと Session Data行を移動させることができます。

6. 撮影データと写真の対応関係を確認したら、右上端のDoneボタンをクリッ
クします。

7. マッピングの結果に基づいて Session Dataと写真の対応付けが行われます。

8. 登録が終了したら、第 6章 (21ページ)に記された方法で写真を表示するこ
とができます。
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5.2 サーバーを使用している場合の画像の登録
データ保存場所としてサーバーを使用している場合、撮影データと画像を結び

つけるための方法には、

1. tkDerm touchを使う方法

2. サーバーマシン上の tkDermを使う方法

の 2種類があります。
サーバーの設定については、第 8章 (27 ページ)を参照してください。

5.2.1 tkDerm touchによる画像の登録

1. サーバーマシン上の tkDermの環境設定項目 Import Directoryで指定した
ディレクトリに登録したい写真をコピーします。

2. DataページのRegister行右端の >ボタンをタップします。

3. プログレスバーが表示され、PNG画像の作成、撮影時刻に基づくデータと
画像のマッピングが行われます。

4. マッピングの結果が表示されます。撮影データを示す青いアイコンと写真ア
イコンが並んで表示されます。フルサイズの写真を表示するには、行右端の
>ボタンをタップします。

5. 右上端の Editボタンをタップすると編集モードになり、最初の行を除く撮
影データ行の右端にハンドルが表示されます。

6. マッピングの結果を修正するには、ハンドルに指を当てたたま移動させい行
まで動かすと撮影データ行を移動させることができます。

7. 撮影データと写真の対応関係を確認したら、右上端のDoneボタンをクリッ
クします。

8. マッピングの結果に基づいて PNG画像の配置が行われます。

9. サーバーマシン上の tkDermの「登録」メニューから「登録...」を選ぶと、
tkDerm touchでのマッピング結果に従って JPEG画像の配置が行われます。
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5.2.2 サーバーマシン上の tkDermによる画像の登録

サーバーマシン上の tkDermの「登録」メニューから「登録...」を選びます。JPEG
画像の配置の後、自動的に PNG画像の作成、配置が行われます。
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第6章 画像の閲覧

6.1 データの検索
画面下端のタブバーの Searchボタンをタップすると Searchページに移動しま
す。Search byセクションの各行右端の>ボタンをタップしドリルインしていくこ
とにより画像を閲覧できます。

Names 患者名をアルファベット順に並べて表示します。

Dates 患者名を撮影時刻またはアクセス時刻の古い順に並べて表示します。Search
ページのOrder by:セクション内の Date of:行上のセグメントコントロール
で撮影時刻かアクセス時刻を選べます。Preferenceページの Order by:セク
ションのDate of:行でデフォルト値を選択できます。

Diagnoses 診断をアルファベット順に並べて表示します。ある行をタップすると、
その診断の患者リストを撮影またはアクセス時刻順に表示し、>アイコンを
タップするとアルファベット順に表示します。

それぞれのページの右端にはインデックスが表示されています。それをタップする
ことによりそのインデックスに該当する部分にジャンプしますので、見たいデー
タを素早く表示することができます。

6.2 データのフィルタリング
SearchページのFilter by:セクションにより、ある条件を満たしたデータのみを
表示させることができます。

6.2.1 Recent:

Recent:行の設定により、現在からさかのぼって指定した期間内に撮影またはア
クセスされた写真のみを表示させることができます。
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Recent:設定のデフォルト値はDataページのPreferences行をタップすると表示
される Preferencesページで設定することができます。

6.2.2 Distribution:

Distribution:フィールドを設定すると、指定した皮疹分布パターンに合致した
データのみを表示することができます。
皮疹分布パターンを指定するには、

1. エントリ右側のボタンをタップすると、Distributionページに移動し、人体
のイラストレーションが表示されます。

2. イラストレーション上の青いボックスをタップすることにより皮疹分布を指
定します。ボックスをタップすると、赤に変わり、選択状態を示します。同
じボックスを再度タップすると、青に戻り、非選択状態を示します。複数の
ボックスを同時に選択することもできます。

3. OKボタンをタップすると、Searchページに戻りDistributionエントリに皮
疹分布を表す 8桁のコードが表示されます。

4. 指定した皮疹分布と表示したいデータの皮疹分布の包含関係を、Distribution:
行直下のセグメントコントロールから選択します。選択項目の意味は、

Incl(ude) 表示したいデータの皮疹分布が指定した皮疹分布を含む。

Incl(uded) in 表示したいデータの皮疹分布が指定した皮疹分布に含まれる。

Inter(sect) 表示したいデータの皮疹分布が指定した皮疹分布に一部重なる。

Match 表示したいデータの皮疹分布が指定した皮疹分布に一致する。

Excl(ude) 表示したいデータの皮疹分布が指定した皮疹分布を含まない。

5. 皮疹分布によるデータの絞り込みを解除するには、Distributionエントリ右
側のボタンをタップしてDistributionページに行き、Clearボタンに続いて
OKボタンをタップしてください。

6.3 ダブルタップによる拡大
より詳細に見たい部位をダブルタップすると、その部分が画面の中央に来るよう

に拡大して表示されます。もう一度ダブルタップするともとの大きさに戻ります。
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6.4 ピンチによる拡大
２本の指を同時に画面に当てたまま、指の間隔を広げると画像が拡大します。逆
に、指の間隔を狭めると画像が縮小します。

6.5 フリックによるスクロール
表示画面より大きく画像を拡大表示した状態で、画面を指で弾くようにすると
画像がスクロールします。

6.6 写真アプリへの画像の保存
画面右上部の Saveボタンをタップすると、表示されている写真が「写真」アプ
リに保存されます。
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第7章 バックグランドでのtkDerm

touchの実行

7.1 フォアグランドとバックグランドの移行
1. tkDerm touchを実行中にホームボタンを押すと tkDerm touchは実行を終了
するのではなく、バックグランドに移行します。

2. ホームボタンを 2回続けて押すと画面下端からマルチタスクツールバーが現
れます。iPadの設定アプリの「一般」セクションで「マルチタスク用ジェス
チャ」を「オン」に設定すると、４本および５本指で画面を上方にスワイプ
しても画面下端からマルチタスクツールバーが現れます。

3. マルチタスクツールバー内の tkDerm touchアイコンをタップすると、tkDerm
touchがフォアグランドに移行します。

7.2 バックグランドの tkDerm touchを終了させる
1. 上記の方法でマルチタスクツールバーを表示します。

2. tkDerm touchアイコンが震え始めるまでタッチし続けます。

3. tkDerm touchアイコンの左上部にマイナスサインのバッジが現れるので、そ
れをタップすると tkDerm touchは終了します。

4. ホームボタンを押すと、他のアプリケーションのアイコンの震えが止まり、
マイナスバッジが消えます。
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7.3 バックグランドでデータと画像のマッピングを実行
する

データ保存場所としてサーバーを使用している場合、データと画像のマッピン
グを開始直後、他のアプリケーションを起動することができます。

1. セクション 5.2.1 (18 page)で説明したように、DataページのRegister行右端
の >ボタンをタップしてデータと画像のマッピングを開始します。tkDerm

touchが音を再生し始めます。音を再生させるかどうかは、Preferencesペー
ジの SoundセクションのOn Mapping:項目で指定できます。

2. ホームボタンを押して tkDerm touchをバックグランドに移行させます。マッ
ピングはバックグランドで引き続き実行されます。このことは tkDerm touch

が音を再生し続けていることからわかります。

3. 別のアプリケーションを起動します。

4. マッピングが終了すると、tkDerm touchが音の再生を中止します。これに
よっていつマッピングが終了したかを知ることができます。

5. ホームボタンを押して、フォアグランドで実行されているアプリケーション
をサスペンドします。

6. マルチタスクツールバー内の tkDerm touchアイコンをタップすることによ
り tkDerm touchをフォアグランドに移行させます。

7. Preparing Registerページが現れ、マッピングの結果を知ることができます。
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第8章 サーバーの設定

データと写真をサーバーマシンに保存し、tkDerm touchから無線 LANを介し
て利用するように設定することができます。
tkDerm touch用のサーバーを設定するためには、PostgreSQL, tkDermおよび
関連ソフトウェアをサーバーコンピュータにインストールする必要があります。
この章では tkDerm touchを利用するためのサーバーの設定を解説し、最後に
サーバーに接続するための tkDerm touchの操作を説明します。
サーバーの設定はオプションです。　データおよび写真の保存場所としてロー
カルのサンドボックスのみを使用する場合は、サーバーを設定する必要はありま
せん。

8.1 各種ソフトウェアのインストール
tkDerm touchを使用するためにはサーバーとなるコンピュータに PostgreSQL

および tkDermをインストールする必要があります。その他にサードパーティー製
のソフトウェアをいくつかインストールしなければなりません。

8.1.1 PostgreSQL

PostgreSQLをインストールする最も簡単な方法はEnterpriseDB社のインストー
ラ
(http://www.enterprisedb.com/products-services-training/pgdownload)を使用す
ることです。
ソースコードをダウンロードし自分でコンパイルすることもできますが、暗号
ライブラリ pgcryptoやサーバーサイドプログラミング用言語PL/TclU,PL/PerlU

のコンパイルを別途行う必要があり上級者向けです。
この文書では EnterpriseDB社のインストーラの使用を前提に説明しています。
Windows用のインストーラを使用するとデフォルトでC:/Program Files以下に
インストールされます。ディレクトリ名にスペースが含まれているとトラブルの
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原因になるため名前にスペースを含まないディレクトリ（例えばC:/PostgreSQL）
を指定することを強く推奨します。
PostgreSQLはデフォルトではローカルマシンからの接続のみを受け付けるよう

に設定されています。したがって iPhoneまたは iPadからの接続を受け付けるよ
うに変更しなくてはなりません。その方法は、

1. PostgreSQLの配布物に含まれる pgAdmin3を起動。

2. Object browser − > Servers − > PostgreSQL?.?をクリックして選択。

3. File − > Open pg hba.confで pg hba.confファイルを選択。

4. 空行をダブルクリック。

5. Type = host, Database = all, User = all, IP Address = 192.168.1.0/24

method = md5とする。ただし IP Addressは自分の環境にあわせて設定す
る。この例の 192.168.1.0/24は 192.168.1.ではじまるすべてのアドレスに合
致する。

6. 設定を保存。

7. PostgreSQLの配布物に含まれる Reload Configurationを実行し設定を反映
させる。

ただし筆者のWindows 7では変更が保存されませんでした。その場合はpg hba.conf

をワードパッドなどで直接開いて編集してください。

8.1.2 ImageMagick

Appleは iPhoneおよび iPadで使用する画像ファイルのフォーマットとしてPNG

を推奨しています。tkDerm touchは PNGファイルを作成するためにサードパー
ティー製の画像処理ソフトウェア ImageMagickを利用します。ImageMagickのイ
ンストールの方法は、ImageMagickのサイト http://www.imagemagick.org/を参
照してください。
Windowsでは、インストーラの指示に従えば簡単にインストールできますので、

ここではMacintoshでの方法のみ記します。
Macintoshに ImageMagickをインストールするためには、
まずAppleの開発環境であるXcodeをインストールします。
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注意 : Mac OS X 10.5 LeopardのインストールDVDに含まれるXcode 3.0を使
用しMacPortsをインストールすることはできません。LeopardユーザーはXcode

3.1をダウンロードしインストールしてください。
次にMacPorts（http://www.macports.org/)をインストール後、ターミナルで

$ sudo port install ImageMagick

と入力すれば実行ファイルが/opt/local/binにインストールされます。ただし$は
コマンドプロンプトを示します。
インストール後、tkDermの環境設定項目の ImageMagick Directoryを設定して
ください。この項目は、ImageMagickに含まれる実行ファイルの convertおよび
identifyのインストールディレクトリを指定します。MacPortsでインストールし
た場合は/opt/local/binと指定します。
Macintoshおよび Linuxではターミナルで

$ which convert

とすれば convertのフルパスが表示されます。

8.1.3 Tcl/Tk

tkDerm touchはPNGファイルの作成等をTclで書かれたPostgreSQLの関数を
介して行います。従ってサーバーマシンに Tclがインストールされている必要が
あります。特に、EnterpriseDB社のインストーラを利用して PostgreSQLをイン
ストールした場合は、Tcl 8.5が必須です。またサーバーマシン上で tkDermを実
行するためにもTcl/Tkが必要です。
ActiveTcl (http://www.activestate.com/activetcl) 8.4をインストールした後、

8.5を上書きインストールしてください。8.4と 8.5の両方をインストールしなけれ
ばならないのは、ActiveTcl 8.5には tkDermを実行するために必要なパッケージ
が含まれていないためです。

8.1.4 Perl

tkDerm touchは撮影時刻情報にもとづくデータと画像のマッピングをサーバー
上でperlスクリプトにより実行します。従ってサーバーマシンにperlがインストー
ルされている必要があります。Windowsでは標準で perlがインストールされてい
ないため、ActivePerl (http://www.activestate.com/activeperl)をインストールし
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てください。なおActivePerlインストール後、マシンを再起動しないとコマンド
検索パスが有効になりません。Windows版PostgreSQL 8.4インストーラを使用し
た場合、ActivePerl 5.10が必要です。
Macintoshと Linuxでは別途インストールする必要はありません。

8.1.5 Image::ExifTool

画像ファイルから撮影時刻情報やカメラ情報などを読み出すためにperlモジュー
ルである Image::ExifToolを使用します。このライブラリは perl本体とは別にイン
ストールする必要があります。ActivePerlをインストールした場合は、そのパッ
ケージ管理ツールである ppmを使用してインストールできます。ppmの使用方法
はActivePerlのマニュアルに記載されていますが、簡単に説明します。

1. ppmを起動する。Windowsでは、ActivePerlインストール時にスタートメ
ニューに登録されます。

2. 右端にあるView all packagesボタンをクリック。

3. Image-Exiftoolをクリックし選択。

4. Mark For installボタンをクリック。

5. Run marked actionsボタンをクリック。

MacintoshやLinuxなど、ActivePerlをインストールしない場合は、perlモジュー
ルのアーカイブであるCPANからダウンロードできます。
まず perlモジュール をインストールするためのモジュール cpanをインストー

ルします。ターミナルで

$ sudo -H cpan

と入力すると
Would you like me to configure as much as possible automatically? [yes]

と聞かれるのでリターンキーを押します。。
すると cpanがインストールされ、自動的に cpan shellが起動します。

cpan[1]> install Image::ExifTool

と打ち込んで Image::ExifToolをインストールします。
cpanを終了するには
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cpan[2]> quit

とします。
インストール後、tkDermの環境設定項目のExifTool Directoryを設定してくだ
さい。この項目は、ExifToolのインストールディレクトリを指定します。

$ perldoc -ml Image::Exiftool

で表示されるパスのうち最後の/Image/Exiftool.pmを除いた部分を入力してく
ださい。

8.1.6 tkDerm

http://sourceforge.net/projects/tkderm/から tkDerm-1.6.0以降をダウンロード
してください。
さらにWindowsでは、tkDermのインストールディレクトリにあるpostgresディ
レクトリに、PostgreSQLのスーパーユーザーである postgresの読み出し権限を与
えてください。この操作をしないと後述のデータベースを tkDerm touchに対応さ
せる操作でエラーが起こります。

8.2 ウェブサーバーの起動
tkDerm touch用の画像はウェブサーバーにより配信されます。従って、Post-

greSQLサーバーが稼働するマシンでウェブサーバーを立ち上げる必要がありま
す。ウェブサーバーの設定方法についてはインターネットで検索すれば豊富な文
書が見つかりますのでここでは各プラットフォームごとの要点のみ述べます。

8.2.1 Windows

windowsにはウェブサーバーがインストールされていませんので、別途インス
トールしてください。無料のものとしては apacheが使用できます。
apacheはhttp://archive.apache.org/dist/httpd/binaries/win32/から入手できま
す。



32 第 8章 サーバーの設定

8.2.2 Macintosh

apacheが標準でインストールされています。サーバーを起動するには、『システ
ム環境設定』の『共有』を開き、『Web共有』にチェックを入れるだけです。
Document Rootは/Library/WebServer/Documentsです。

8.2.3 Linux

ほとんどのディストリビューションで apacheがインストールされているはずで
す。設定は各ディストリビューションの説明文書か apacheのマニュアルを参照し
てください。

8.3 photoディレクトリをpostgresが読めるようにす
る

画像登録時、ユーザー postgresは環境設定ダイアログのPhoto Directoryで設定
されるディレクトリ以下に配置される JPEG写真をPNG写真に変換します。この
ため、JPEGファイルの配置先であるPhoto Directoryは postgresが読み出し可能
でなければなりません。もしこのPhoto Directoryをホームディレクトリ内のphoto

ディレクトリ（これがデフォルトです）に設定しているなら、Photo Directoryを
ホームディレクトリ外に移動し、postgresが読み出し可能にしてください。

8.4 PNG画像用 importディレクトリの作成
登録すべき画像をプールしておく importディレクトリは tkDermと tkDerm touch

で共有します。従って、importディレクトリには postgresとサーバー上の tkDerm

ユーザーのアカウントの両方に対して書き込み権限を与える必要があります。im-

portディレクトリが tkDermユーザーのアカウントのホームディレクトリ等postgres

に書き込み権限のないディレクトリに設定されている場合は両者に書き込み権限
のあるディレクトリに importディレクトリを新たに作成してください。
例えばMacintoshの場合は、

$ cd /Library/WebServer/Documents

$ sudo mkdir import

$ sudo chmod 777 import
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同時に tkDermの環境設定項目の Import Directoryを設定し直してください。
例えばこの例では、
/Library/WebServer/Documents/import

と設定します。

8.5 PNG画像用photoディレクトリの作成
tkDerm touch用 PNG画像ファイルが配置されるディレクトリは photoという
名前でウェブサーバーのDocument Root直下に作成し、所有者を postgresに変更
してください。
例えばMacintoshの場合は、

$ cd /Library/WebServer/Documents

$ sudo mkdir photo

$ sudo chown postgres photo

同時に tkDermの環境設定項目の PNG Photo Directoryを設定してください。
例えばこの例では、
/Library/WebServer/Documents/photo

と設定します。

8.6 tkDermの環境設定
tkDerm touchを使用するために必要な tkDermの環境設定項目を列挙します。
これらが正しく設定されていることを確認してください。

Import Directory セクション 8.4参照。

PNG Photo Directory セクション 8.5参照。

ImageMagick Directory セクション 8.1.2参照。

ExifTool Directory セクション 8.1.5参照。

PNG Full Height iPhone、初代 iPadまたは iPad 2を使用する場合は 1536を、
レチナディスプレイを搭載した新 iPadを使用する場合は、3072を入力して
ください。



34 第 8章 サーバーの設定

PNG Thumb Height iPhone、初代 iPadまたは iPad 2を使用する場合は 154

を、レチナディスプレイを搭載した新 iPadを使用する場合は、308を入力し
てください。

PNG Icon Height iPhone、初代 iPadまたは iPad 2を使用する場合は 44を、レ
チナディスプレイを搭載した新 iPadを使用する場合は、88を入力してくだ
さい。

8.7 データベースの作成
tkDerm touchにはデータベースを作成したり削除したりする機能はありません。

このため、サーバー上の tkDermを使ってデータベースの作成を行う必要がありま
す。サーバー上の tkDermを使って tkDerm touch用のデータベースを作成する手
順を説明します。

1. 「管理」メニューから「データベース. . .」を選ぶ。

2. 「作成」ボタンをクリックする。

3. 　DBにデータベース名を入力する。

4. 　Descriptionにデータベースの説明を入力する。

5. 　Tablesは yesを選択する。

6. 　Encryptionは bfまたは aesを選択する。tkDerm touchで使用するデータ
ベースは暗号化されている必要があります。

7. 　 Body Diagramは eruption32を選択する。tkDerm touchでは eruption32

のみをサポートします。

8. 　「追加. . .」ボタンをクリックする。

9. 　 postgresのパスワードを聞かれるので入力する。

10. 　暗号キーを聞かれるので入力する。

11. 「パッケージ」メニューから「png」を選ぶ。
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12. 「このデータベースはPNGファイルの配置が可能になりました。」と表示さ
れれば成功です。これ以外のメッセージはなんらかのエラーが起こったこと
を意味します。メッセージをヒントにインストールや設定を見直し、データ
ベースを作成するところからやり直してください。

注意 : Windowsでは、tkDermのインストールディレクトリにある postgresディ
レクトリに、PostgreSQLのスーパーユーザーである postgresの読み出し権限を与
えてください。この操作をしないと「パッケージ」メニューから「png」を選ぶ操
作でエラーが起こります。

8.8 既存のデータベースを tkDerm touchに対応させ
る

既存のデータベースを tkDerm touchに対応させるには次のようにします。

1. tkDermを起動し、tkDerm touchに対応させたいデータベースに接続する。

2. 「パッケージ」メニューから「png」を選ぶ。

3. 「このデータベースはPNGファイルの配置が可能になりました。」と表示さ
れれば成功です。これ以外のメッセージはなんらかのエラーが起こったこと
を意味します。メッセージをヒントにインストールや設定を見直し、データ
ベースを作成するところからやり直してください。

4. 「パッケージ」メニューから「deploy png」を選ぶ。JPEGファイルをPNG

ファイルに変換し配置するため、画像ファイルの量によっては数時間かかり
ます。

注意 : Windowsでは、tkDermのインストールディレクトリにある postgresディ
レクトリに、PostgreSQLのスーパーユーザーである postgresの読み出し権限を与
えてください。この操作をしないと「パッケージ」メニューから「png」を選ぶ操
作でエラーが起こります。

8.9 サーバーへの接続
以上でサーバー側の準備は整いましたので、いよいよ tkDerm touchでサーバー
に接続してみましょう。
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1. Dataページに移動します。画面下端のタブバーにあるDataボタンをタップ
すれば、いつでもDataページに戻ることができます。

2. Preferences行の右端の>アイコンをタップするとPreferencesページに移動
します。

3. Host:エントリにサーバーマシンの IPアドレスを入力します。

4. User:エントリにPostgreSQLのロール名を入力します。これは tkDermの「管
理」− >「ドクター. . .」を選ぶと表示される「ドクター情報の登録と削除」
ウインドウの「Account」列に表示されている名前です。

5. Preferencesページ右上端の Saveボタンをタップして保存します。

6. 画面下端のタブバーにある Searchボタンをタップし、Searchページに移動
します。

7. Searchページ右上端のアクションボタンをタップします。

8. パスワード入力ページが現れるので、パスワードを入力しリターンキーを押
します。

9. tkDerm touch対応のデータベースが複数ある場合は、データベース選択ボ
タンが現れるので接続したいデータベースを選択します。

10. Encryption Keyエントリに暗号キーを入力し、リターンキーを押すとデー
タベースに接続します。


